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公
立
八
女
総
合
病
院

の
経
営
状
況
へ
の
評

価
と
、
期
待
す
る
役

割
に
つ
い
て
。

Ａ　

公
立
八
女
総
合
病
院
は
、入
院
・
外

来
患
者
の
減
少
や
人
件
費
の
上
昇
に
よ

り
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
、
３

年
続
け
て
約
７
億
円
の
純
損
失
を
計
上

し
た
が
、
昨
年
度
は
救
急
の
受
入
体
制

を
充
実
さ
せ
る
な
ど
の
努
力
に
よ
り
、

収
支
が
約
４
億
円
改
善
し
、
財
務
状
況

は
回
復
傾
向
に
あ
る
。
安
定
し
た
経
営

の
下
、
今
後
も
八
女
地
域
の
中
核
的
な

医
療
機
関
と
し
て
、
良
質
な
医
療
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

佐
賀
県
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
を
活
用

し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
支

援
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
」
を
創
設
し
た
。
本
県
市
町
村
で
の

導
入
と
県
の
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
内
で
導
入
を
検
討
し
て
い
る
市

町
村
は
４
団
体
、
実
施
手
法
等
が
分
か

れ
ば
導
入
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
市
町
村
は
10
団
体
あ
る
と
把
握
し
て

い
る
。
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村

が
制
度
の
ス
キ
ー
ム
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
。
県
内
で
は
初
め
て
の
試
み
の
た

め
、
導
入
を
検
討
す
る
市
町
村
に
対
し

具
体
的
な
制
度
ス
キ
ー
ム
や
手
法
を
助

言
し
支
援
し
て
い
き
た
い
。

福
岡
空
港
の
民
営
化

に
よ
る
北
九
州
空

港
と
の
連
携
に
つ
い

て
。

Ａ　

福
岡
空
港
の
運
営
会
社
か
ら
は
、

エ
ア
ラ
イ
ン
誘
致
専
門
部
署
が
行
う
営

業
活
動
に
お
い
て
、
早
朝
・
深
夜
時
間

帯
や
福
岡
空
港
の
発
着
枠
を
超
え
て
就

航
を
希
望
す
る
エ
ア
ラ
イ
ン
の
北
九
州

空
港
へ
の
誘
導
に
取
り
組
む
こ
と
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
提
案
内
容
が
着
実
に

実
行
さ
れ
る
よ
う
、
県
は
取
締
役
会
に

参
画
し
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
い

く
と
と
も
に
、
定
期
的
な
協
議
の
場
を

設
け
、
両
空
港
の
役
割
分
担
と
相
互
補

完
が
進
ん
で
い
く
よ
う
取
り
組
む
。

自
立
相
談
支
援
事
務

所
の
相
談
傾
向
や
家

計
的
に
苦
し
い
高
齢

者
へ
の
知
事
の
認
識

及
び
高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
社
会
の
実

現
に
つ
い
て
。

Ａ　

平
成
27
年
か
ら
の
３
年
間
で
、
65

歳
以
上
の
相
談
は
全
体
の
27
％
。
そ
の

相
談
の
28
％
が
お
金
に
関
す
る
も
の
だ

っ
た
。ま
た
、国
の
調
査
か
ら
推
計
す
る

と
、
生
活
保
護
の
水
準
に
満
た
な
い
状

況
下
で
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
高
齢

者
が
相
当
程
度
お
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
高
齢
者
が
孤
立
し
な
い
社
会
の
実

現
に
向
け
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の

支
援
な
ど
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
共
生
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
を
増
や

す
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

指
定
を
受
け
て
い
れ
ば
、
設
備
や
人
員

配
置
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
介
護
保
険

の
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
を
受
け
ら

れ
る
。
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
65
歳
以
上
に
な
っ
て
も
、

な
じ
み
の
あ
る
事
業
所
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
多
く

の
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
に
制
度
の
周
知
を
図
る
。

玄
海
原
発
に
か
か
る

九
州
電
力
と
の
安
全

協
定
の
見
直
し
と
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ

の
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

現
行
の
安
全
協
定
を
着
実
に
運
用

し
て
い
く
こ
と
で
、
県
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
し
て
い
く
。
現
時
点
で
の
協

定
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。ま
た
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
実
情
に
詳
し
い
市
町
村
教
育
委
員
会

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
実
態
把
握
の
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。
県
で
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
施
設
に
助
成
を
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
効
果
的
な
助
成
に
努
め
て

い
く
。

本
県
で
は
災
害
応
急

対
策
車
両
の
事
前
指

定
や
燃
料
供
給
体
制

な
ど
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

Ａ　

災
害
応
急
対
策
車
両
の
事
前
指
定

や
給
油
の
優
先
順
位
の
設
定
は
し
て
い

な
い
。「
緊
急
通
行
車
両
」
へ
の
燃
料

の
優
先
供
給
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

に
県
石
油
商
業
組
合
と
協
定
を
締
結
。

同
協
定
で
、
災
害
対
策
本
部
と
な
る
庁

舎
、
指
定
避
難
所
、
医
療
機
関
な
ど
災

害
対
策
上
重
要
な
施
設
へ
の
燃
料
の
優

先
供
給
を
定
め
て
い
る
。
他
県
の
事
例

を
参
考
に
、
関
係
機
関
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

知
的
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
特
別
支
援

学
校
か
ら
小
中
学
校

へ
の
転
学
実
態
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

平
成
29
年
度
の
県
立
特
別
支
援
学

校
知
的
障
が
い
教
育
部
門
か
ら
の
転
学

は
小
学
校
４
件
、
中
学
校
１
件
。
知
的

障
が
い
の
程
度
が
比
較
的
軽
い
場
合
に

小
中
学
校
で
の
教
科
指
導
を
希
望
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
特
別

支
援
教
育
の
理
念
に
鑑
み
る
と
、
障
が

い
の
状
態
の
変
化
に
応
じ
た
弾
力
的
な

対
応
が
必
要
に
な
る
。
学
び
の
場
の
見

直
し
の
必
要
性
や
手
続
き
に
つ
い
て
関

係
者
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

障
が
い
の
あ
る
子
が

安
心
し
て
学
校
に
通

え
る
よ
う
、
本
県
で

は
ど
の
よ
う
な
通
学

支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

移
動
支
援
事
業
は
、
地
域
の
特
性

や
個
々
の
利
用
者
の
状
況
、
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
市
町
村
の
選
択
に
よ
り
通
学

を
支
援
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

既
に
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
通
学
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
も
県
内
外

に
あ
る
た
め
県
で
は
、
移
動
支
援
事
業

に
よ
る
通
学
支
援
を
行
っ
て
い
な
い
県

内
の
市
町
村
に
対
し
、
通
学
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
例
に
つ
い
て
情
報
を

提
供
し
て
い
く
。

水
産
物
を
出
荷
す
る

際
、
地
理
的
に
不
利

な
状
況
に
あ
る
「
地

島
」、「
大
島
」
の
水

産
物
販
売
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

離
島
は
本
土
の
漁
港
と
比
べ
て
、

卸
売
市
場
へ
の
出
荷
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、
水
産
物
の
鮮
度
保
持
が
よ
り
重

要
。
県
は
魚
の
し
め
方
な
ど
の
技
術
指

導
を
行
い
、
製
氷
施
設
の
整
備
を
支
援

し
て
い
る
。
両
島
を
訪
れ
る
多
く
の
観

光
客
の
方
々
に
水
産
物
を
直
接
買
っ
て

食
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重
要
で
、
県

は
直
売
所
な
ど
の
施
設
整
備
を
支
援
。

さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
商
品
づ
く
り
の
た

め
加
工
品
の
開
発
を
支
援
し
て
い
る
。

交
通
渋
滞
の
経
済
損

失
は
、
国
交
省
が
以

前
示
し
た
デ
ー
タ
で

年
間
12
兆
円
、
福
岡

県
は
約
４
千
億
円
。
県
は
渋
滞
緩
和
の

た
め
、
ど
の
よ
う
な
体
系
的
施
策
を
実

施
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
「
福
岡
県

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
７
」
で
は
、
鉄

道
と
交
差
す
る
道
路
の
立
体
化
、
バ
イ

パ
ス
の
整
備
や
道
路
の
拡
張
、
適
切
な

信
号
制
御
、
マ
イ
カ
ー
利
用
を
抑
制
す

る
た
め
の
公
共
交
通
の
利
用
促
進
、
自

転
車
利
用
環
境
の
整
備
な
ど
の
施
策
が

掲
げ
ら
れ
、
関
係
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
連

携
し
推
進
し
て
い
る
。

久
留
米
市
で
は
基
幹

的
な
水
路
は
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
農
家

集
落
の
周
り
な
ど
は

未
整
備
の
状
況
。
小
規
模
な
水
路
の
整

備
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

県
は
久
留
米
市
と
協
議
し
、
62
路

線
の
水
路
を
東
部
、
西
部
、
北
部
の
三

つ
の
事
業
地
区
に
分
け
、
計
画
に
基
づ

い
て
対
策
工
事
を
進
め
て
い
る
。
整
備

は
漏
水
、
法
面
の
崩
壊
な
ど
の
状
況
を

把
握
し
、
市
や
地
元
と
協
議
し
、
緊
急

性
の
高
い
路
線
か
ら
行
っ
て
い
る
。
現

在
、
30
路
線
の
整
備
を
終
え
て
お
り
、

国
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
平
成
34
年
度

の
完
了
を
目
標
に
進
め
て
い
く
。

航
空
自
衛
隊
築
城
基

地
を
滑
走
路
延
長
な

ど
普
天
間
基
地
の
代

替
と
し
て
強
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
騒
音
や
事
故
の
危

険
性
、
核
の
貯
蔵
の
可
能
性
も
あ
る
米

軍
弾
薬
庫
の
整
備
に
つ
い
て
知
事
の
認

識
を
問
う
。
ま
た
、
米
軍
使
用
が
全
国

最
多
と
な
っ
て
い
る
福
岡
空
港
の
全
面

返
還
、
基
地
対
策
の
部
署
を
県
庁
内
に

つ
く
る
こ
と
に
つ
い
て
も
知
事
の
見
解

を
問
う
。

Ａ　

安
全
保
障
に
つ
い
て
は
国
に
お
い

て
適
切
に
対
応
さ
れ
る
べ
き
も
の
。
ま

た
、
独
立
し
た
基
地
対
策
部
署
は
つ
く

ら
ず
、
今
の
体
制
で
き
ち
ん
と
対
応
し

て
い
く
。

緑
友
会

野田 稔子
（八女市・八女郡）

中村 誠治
（久留米市）

岩元 一儀
（北九州市八幡西区）

井上 博隆
（大野城市）

渡辺 美穂
（太宰府市）

川﨑 俊丸
（糸島市）

公
明
党

西尾 耕治
（糟屋郡）

壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

松下 正治
（北九州市八幡西区）

吉武 邦彦
（宗像市）

堀　 大助
（行橋市）

江口 善明
（久留米市）

日
本
共
産
党

高瀬 菜穂子
（北九州市小倉南区）

　今回の12月定例会には、「豪雨災害復旧・復興」に係る事業のほか、「子育て支援、教育
環境の充実」「地域活性化等」の事業に取り組むための補正予算案が提出されました。これ
らは、まず所管の常任委員会で審査されたのち本会議で採決の結果、可決されました。
　主な内容は、以下のとおり。
■豪雨災害復旧・復興（27億6,400万円）
　＜平成30年７月豪雨災害＞
　　〇災害復旧、再発防止対策を推進　　　　　　　　　　　　　　　27億  815万7千円
　　　・がけ崩れや地すべりが発生した箇所の斜面対策工事の実施ほか
　　〇被災した文化財の復旧を支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,936万5千円
　＜平成29年７月九州北部豪雨災害＞
　　〇被災地に広く消費を呼び込み、商工業者の売上回復を支援　　　　　2,648万2千円
　　　・朝倉市、東峰村の商工会議所・商工会が行う復興支援プレミアム
　　　　付き地域商品券の発行を支援
■子育て支援、教育環境の充実（10億8,100万円）
　　〇麻しん風しんの予防対策を強化　　　　　　　　　　　　　　　　　1,289万4千円
　　〇県庁内に託児施設を整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 180万0千円
　　　・2020年4月の開所に向けて、庁舎の改修に着手
　　〇特別支援学校等の未設置教室にエアコンを設置　　　　　　　　10億6,627万6千円
　　　・熱中症対策として、県立特別支援学校・中学校の特別教室等
　　　　にエアコンを設置
■地域活性化等（44億7,200万円）
　　〇「福岡県の空港の将来構想」を推進　　　　　　　　　　　　　　35億7,000万0千円
　　　・福岡空港が地域の期待する役割を果たしていくため、空港
　　　　運営会社に出資し、経営に参画
　　〇ラグビーワールドカップ2019福岡開催に向けた気運を醸成　　　　　 880万7千円ほか

12月定例会で下記事業の補正予算案を可決


